


NES
WIS ->THhH
BN S,



EEVANESERIN
FEAMHZ
E%%ﬁi‘ﬁ\o - o

ZNTh,
539 IR S 180,

R > TV B DIF TR,
1. XoXETER
7KDY DES



B3
BEWHTIZE O,

FEIRT H .
FEETHIET N,

[ HDAN. Lot X EABEICE
HIOBIDHDICIE > TV B,

SEICIAHIC,
BDIZHMNEIEDb-TWVW5S,



MNNEST-HEITELDIL,
EETCITIRV,

RRDOE X,
FER DI X
LERDER Y o

ZDADNT=H Wi,
AR X s
[RIABEZ 25N > Fo e

L E R
%’D f:% - l:ﬁi%)o



R < W7z ADN
FELED EIFREO TV,

TLA,
[N EBEN TV -7z Al
55139 <ICH L %o

mMHHFHEALT .
AN Z2EH T,
1212 % 20wz A T H.

Wi -zb &,
ERDPFTHEZ TV 5B,



HEDOIh b5 7=,







Edition — EHEDE
ill5 =g =72

=% | EFEEx H)IKBE
1T . Raffiné
2026



	残像
	人は、 いなくなってから 場に現れる。
	扉が閉まり、 声が消え、 足音も遠ざかったあと。
	それでも、 場はすぐには戻らない。
	何かが残っているわけではない。 ただ、さっきまでとは 空気の張りが違う。
	残像は、 思い出ではない。
	好印象でも、 余韻でもない。
	「あの人、よかったね」と言える頃には、 もう別のものになっている。
	言葉になる前に、 場のほうが先に変わっている。
	人が去ったあとに残るのは、 言葉ではない。
	視線の高さ。 呼吸の速さ。 沈黙の張り。
	その人がいたあいだ、 場に何が足され、 何が増えなかったか。
	輪郭は、 去ったあとに見える。
	強くいた人が、 深く残るとは限らない。
	むしろ、 何かを置いていった人ほど、 場はすぐに閉じる。
	何も持ち込まず、 何かを奪わず、 ただそこにいた人だけが、
	いなくなったあと、 空気の調子を変えている。
	残ったのは、 不在のかたちだった。
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